
 

１  実習中  
○実習状況の把握・・・・ 仕事の様子に加え、体調の確認もお願いします。 

                   発熱やのどの痛み、咳等の普段と異なる症状のある場合には、出勤自粛を 

                   徹底してください。 

 

○身だしなみ ・・・・・・  清潔な身なりで送り出してください。この機会に入浴、洗髪、整髪、爪切り、 

洗顔、歯磨き、衣服の管理（制服のリボンのゆるみやボタンの締め忘れ等）、うがい手洗い等 

が十分にできているかをご確認ください。 

 

○生活リズム ・・・・・・  特に睡眠の確保は大切です。実習中は体力面だけでなく、精神的にも大変

疲れますので、いつもより多くの休養が必要です。 

朝食も忘れずにお願いします。 

 

○日誌への記入 ・・・・  「保護者より」の欄に一言、記入をお願いします。 

実習先との信頼関係作りは、就労に向けて何より大切となります。 

 

○帰宅後の電話連絡・・・安全確認のため、自力で通勤する生徒（徒歩、交通機関利用を問わず）に限り 

帰宅後すぐに学校へ電話連絡をお願いします。 

 

○欠勤等の連絡 ・・・・・欠勤、遅刻の場合は、保護者様から実習先と学校の両方に電話連絡をお願 

いします。 

 

○実習中の体調不良・・・実習中に発熱等、風邪症状が見られた場合は、覚え書きの緊急連絡先に連 

絡します。実習生を迎えに来ていただき、受診をお願いします。 

 
２  実習後  

○実習後、実習先からの『評価票』や生徒の自己評価、職員の見取りをもとに生徒一人一人と進路相

談を進めていきます。１学期末には後期職場実習先の希望を提出していただきますので、保護者様

からもご助言いただきますようお願いいたします。 
 

〇実習中は卒業後の就業生活に近い生活になります。 

この機会に将来の希望や生活スタイルについて、ぜひお子様とお話しください。 
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高等部【前期】職場・校内実習 ６月１２日スタート 
 

高等部前期職場・校内実習がいよいよ始まります。 
高等部２、３年生の生徒は、昨年度から今回の実習へ向けて各々の課題に取り組んできました。１年生は 

初めての校内実習に挑戦します。 
今回は１１の事業所様から実習生を受け入れていただきます。 

 
 

 実習先事業所 紹 介 
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ひかり工房  就労継続支援Ｂ型での実習です。昨年度の卒業生も活躍中です。

本年度より、生活介護のサービスがスタートしました。 

さつき工房  ２F 地域活動支援センターでの実習になります。自宅以外の【居場

所】になるといいですね。 

ワークセンター小千谷さくら 比較的個々のスペースが広い事業所です。昨年度の卒業生も活躍

中です。 

デイサービスセンターみなみ 昨年度の卒業生がお世話になっています。学校とは違う、慣れない

場所で、自分の良さを出してくることが目標です。 

 就労継続支援Ｂ型の事業所です。昨年の卒業生もお世話になって

います。主力製品はパン。食品に関わるので衛生管理が必要です。 

堀之内工芸 送迎車を利用させていただくという、実践的な通勤となります。卒

業後の利用に向けての大切な実習です。 

企

業 

越後製菓株式会社片貝工場 卒業生が複数就労させていただき、今も卒業生が活躍している企

業です。煎餅の製造工程に挑戦します。 

株式会社木村食品 お惣菜の調理キットを作る食品工場です。一日中立ち仕事で、体力

が求められます。 

さつまいも農 Cafe きらら 小千谷のみなさんなら御存知なはず！ 接客業を希望する生徒がチ

ャレンジします。 

越後製菓株式会社高梨工場 お餅を専門に製造する工場です。昨年度の卒業生が働いていま

す。ラインスピードに追い付く判断力とスタミナが必要です。 

株式会社 
デイリーはやしや 

セブンイレブンのおにぎり等を製造しています。昨年度の卒業生も

お世話になっています。 

一期一会 
小千谷総合支援学校グラウンドからの景色 信濃川と越後三山 

今回は高等部の活動についての紙面でしたが、キャリア教育の観点から、全学部の保護者の
皆様にも紹介させていただきました。お子様の〇年後をイメージしていただければ幸いです。 

ワークショップ 想（そう） 


